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Ⅰ．はじめに 

分解・合成は数の系列化を促し、数記号操作としての加

減算の基礎となる(中島，1979)が、盲児では日常生活での

分解合成経験が少なくなるため、構造化された教材を用い

た適切な環境での分解合成活動経験が重要である。さらに

盲児の認知発達を促すには触察力を育てる指導を意識して

行うことが必要であり、そのために課題の遂行にどのよう

な手の使い方が必要かを明らかにすることは重要である。

本研究では、盲幼児児童を対象に触覚により取り組みやす

い分解合成課題を実施することにより、課題遂行中に見ら

れる手の動きを明らかにするとともに、対象児の課題得点

と手の使い方との関連を検討することを目的とした。 

Ⅱ．方法 

（１）対象児および対象児の実態：対象は、言語指示によ

って課題の理解が可能な主に触覚を活用して学習している

盲幼児３名、児童 18 名、計 21 名(男子 14 名，女子 16 名)
とした。対象児の実態について、基本属性および手指操作

(４項目)、空間認知(７項目)について調査した。なお、個人

を特定できない形でデータを公表するとともに，保護者お

よび所属機関長に文書による説明・了解を得て実施した。 
 
 
 
 
 
 
（３）実験課題：枠に基準となる 10 の棒と規定棒を入れ、

規定棒を入れた後の枠の隙間に合う長さの棒（以下，「正答

棒」と呼ぶ．）を２本の選択棒から選択する課題である。正

答棒が長い課題(Ｌ課題)２課題および正答棒が短い課題(Ｓ
課題)を２課題、また、正答棒に対して誤答棒の長さが－３

から＋３の６課題を実施した。 
（４）手続き：課題説明および練習試行を行い十分に課題

を理解したことを確認した上で本試行を行った。規定棒を

トレイ上に提示し枠に入れるよう教示した。選択棒２本を

提示し触察して隙間に合う棒を選択するよう教示した。10
課題を２回ずつ計 20 試行実施し提示順はランダムとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）分析の観点：分解合成課題全 10 課題について、２

試行とも正答棒を選択することができた時を課題達成とし、

各対象児の課題得点を求めたところ、課題得点は２点から

８点であり、課題得点と対象児の年齢との相関は認められ

なかった。課題得点が２点から３点の５名を低得点群、７

点から８点の８名を高得点群として、各群の盲幼児児童に

ついて課題遂行中の手の動きの平均出現試行数を分析した。 

Ⅲ．結果 

選択棒を触る際の手の動き（Fig．２）について、各群に

おける各動きの平均出現試行数を比較したところ、「端を

そろえて比較する」動きが、低得点群では 4.6（SD：2.6）、

高得点群では 16.5（SD：1.9 ）であり、t 検定を行った結

果、両課題の平均の差は有意であった（両側検定：t（11）

＝9.5，p＜.01）。「置いた状態で触る」動きは、低得点群

では 11.4（SD：4.5）、高得点群では 16.6（SD：3.3 ）で

あり、t 検定を行った結果、両課題の平均の差は有意であ

った（両側検定：t（11）＝2.4，p＜.05）。「比較しない」

は、低得点群では 2.4（SD：2.6）、高得点群では 0.0（SD：

0.0 ）であり、t 検定を行った結果、両課題の平均の差は

有意であった（両側検定：t（11）＝－2.7，p＜.05）。隙

間と選択棒を比較する際の手の動き（Fig．３）について、

各群における各動きの平均出現試行数を比較したところ、

「同時・交互に触り比べる」動きは、低得点群では 2.4（SD：

2.1）、高得点群では 10.1（SD：6.3 ）であり、t 検定を行

った結果、両課題の平均の差は有意であった（両側検定：t

（11）＝2.6，p＜.05）。「触り比べる動きがない」では、

低得点群では 16.6（SD：2.4）、高得点群では 9.9（SD：6.3 ）

であり、t 検定を行った結果、両課題の平均の差は有意で

あった（両側検定：t（11）＝－2.2，p＜.05）。 

Ⅳ．考察 

課題得点群による課題遂行中の手の動きの出現を比較し

たところ、各群で多く出現した手の動きに違いがあり、触

察によって長さなどをより正確に把握・比較するためには、

基準点を定めて全体像を捉え複数の対象を比較する、対象

を固定して触る、全体を同時に把握するなどの手の使い方

や、隙間と選択棒を同時や交互に触り比べる動きが重要で

あることが示唆された。 
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（２）使用教材：一辺が 20 ㎜

の立方体を１単位とした１倍

～10 倍の長さの積木の「棒」、

10 の棒が２本入る大きさの

「枠」からなる教材を使用し

た(Fig.１)。 

 

 

Fig.１ 「棒」と「枠」 

Table １ 課題遂行中の手の動きの定義

 

１．選択棒を触る際の手の動き

なぞる
人差し指や人差し指と中指を使い，選択棒上に指を滑らせて片端から

もう一方の端までを一度，あるいは往復させてなぞる動き．

数える

選択棒上を人差し指を一定距離（１cm程度など）ずつ移動させ，棒の

片端からもう一方の端まで移動するのにかかった移動回数を数えて長
さを測る動き．

Ｃ．全体を同時に
　　把握する

指を広げる
親指と人指し指を広げて選択棒の両端に同時に触れ，広げた幅で長さ
を測る動き．

端をそろえて比較する
２本の選択棒の左端をトレイの左辺にそろえて並べ，そろった部分を

触って確認してから棒の右端を触り比べて長さを比較する動き．

立てて比べる ２本の選択棒をトレイ上や机上に立てて並べ，長さを比較する動き．

どちらか１本の選択棒，あるいは両手にそれぞれ１本ずつの選択棒を

持って，重さや大きさを直感的に感じ，長さを判断する動き．

選択棒がトレイ上に提示された時に置かれたまま状態で，棒の一部，

あるいは全体を上から触る動き．

選択棒のうち１本のみにしか触らず，２本の長さを比較する動きが見

られない状態．

２．隙間と選択棒を比較する際の手の動き

隙間と選択棒を同時に触る，あるいは，提示された選択棒を触ってか

ら一回以上隙間に戻って触り，隙間と選択棒を比較する動き．

隙間と選択棒を同時に触る，あるいは選択棒が提示されてから隙間に

戻って触る動きが見られない状態．

Ｆ．持って長さを感じる

Ｇ．置いた状態で触る

Ｈ．比較しない

Ｉ．同時・交互に触り比べる

Ｊ．触り比べる動きがない

Ｂ．手指を移動させる

Ｅ．基点を決めて

　　比較する

 
Fig. ２ 選択棒を触る際の 
手の動きの平均出現試行数 

 

 
 
Fig. ３ 隙間と選択棒を 
比較する際の手の動きの 

平均出現試行数 
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